第３部会（保健福祉）第６回部会概要

日　時　　平成１９年７月１１日（水）　午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　　市役所　第３委員会室

出席者　　山田耕一　瀧川正義　中原義勝　橋本真弓　畑田ひろみ　平田和弘　
前田文彦　吉野良子　米澤孝雄

説明員　　室保健福祉部次長　後藤福祉計画主幹
事務局　　宮崎企画主幹、沼田企画主査

議　題　　１．福祉のまちづくり条例について
　　　　　２．外部評価について
１．福祉のまちづくり条例について
　　作り方をどうすべきか

　　・行政の思いもあると思う。ストーリーも整理されているので、それに基づいてやっていくべき。
　　・苫小牧市の条例を参考にしてはいかがか。
　　・いずれのまちも似ている。いい部分もあるが方向性が見えてこない。
　　・内容的には各市に差は無い。自分のまちをどうしたいかコンセプトを作ってから肉付けしてはいかがか。
　　・どこも似ている。骨子的なものを作らないと進まない。他市の条例も市民と共同で作っているのか。

　　・【団体の声を求めながら作っている。（保健福祉部説明員）】
　　・行政が希望を持てる社会をどう作っているのか、登別市はどうするのかなど方向性を持った福祉条例を作りたい。行政の知恵を学びながら自分だけでなく声無き声も含めたものを作りたい。

　　・市でたたきあげたものがあればそれを参考にしてはどうかと安達副部会長が言っていたが。
　　・【市としては、条例の考え方や他市の例示を整理したものをもっています（保健福祉部説明員）】

　　・どういうものか目を通したほうが良いと思うので、配付していただきたい。
　　［市作成資料配付］
　　・整備基準については、北海道の条例を遵守することになるので、項目の内容については市にお任せしたい。市から出してもらったものに肉付けしていくということでいかがか。
　　・【出したものは固まったものではないので、加えるもの削るものについていろいろ意見をいただきたい。重点的に見る部分と行政に一任するところもあってよいと思う。（保健福祉部説明員）】
　　・条例と市の組織ごとにどんな事業をしているのか資料をもらったが、細部までは分からない。条例とその事務はリンクするのか。

　　・【リンクします。福祉行政の統一した考えとしての条例です。（保健福祉部説明員）】
　　・計画と事業について文言等を統一したほうが良い。計画ごとに見出しも違う。どうリンクしているのか分からない。
　　・条例はスローガンであり努力目標なのか。それとも本気で取り組んでいくのか。基本的人権についても真剣に取り組んでいくのか。熱がこもったものにすべき。

　　・条例があっても無くても変わらないということではだめだと思う。地域福祉活動の推進と載っているが社協と市はどのように結びつくのか。住民参加の促進といえば社協の活動を市が支援していくことが必要。
・【今回作る条例にはもう実施しているものもある。それらとの整合性を図っていきたいと考えている。（保健福祉部説明員）】
２．外部評価について
　　・時間が無いので部会の開催を月２回にしてはどうか。
　・とりあえず導入として山田さんが的をしぼって欲しい。月２回にするならそれはかまわない。
　［瀧川委員より外部評価資料提出］
　・評価しないものは、いいものだから評価する必要が無いということか。
　・継続しているものは評価をしなくても良いのではないか。
　・【継続している事業についても制度を見直す時期が来ていたり既得権化しているものもあるので、事業の実施期間の長短にかかわらず外部評価の対象としていただきたい。（事務局）】
　・去年の事務事業評価調書は何も書いていない。対象が市民となっている。必要な事がかかれていない。こんな調書では評価できない。

　・【外部評価をしていただくときに対象事業の事務事業評価調書をお配りしますが、以前からお話しておりますようにこの調書のみで評価をしていただくのではなく、担当グループからの事務事業内容の説明も行いますし、必要資料もお渡しします。それらを含めて事務事業評価を進めていただきたい（事務局）】

　・１回の部会で４から５本の事務事業評価はできると思いますか。
　・【担当グループの説明を聞いて皆さんでご議論していただく時間を考えると難しいのではないでしょうか。評価本数をこなすのではなく、事業一つ一つを大事に評価していただきたいと思います。（事務局）】

　・５本くらいならできると思う。1本の事業に１５分もあれば可能ではないか。

　・部会長が的をしぼって欲しい。

　・事務事業評価は、本数をこなす事を考えず、数本することとし、対象事業は部会長と副部会長で選択することとします。また、月に２回部会を開催することとし、１回は条例、１回は事務事業評価をすることとします。

４．次回開催日等について

　　・次回開催日　平成１９年７月２４日（火）　１８時３０分～　第２委員会室

　・次回のテーマは、事務事業評価について行います。

　　※事務事業選択後、部会長、副部会長との協議の結果、資料の事前送付等から時間的に難しいため、７月２４日のテーマは条例について行うこととなりましたのでご了承ください。（事務局）

　　

◎７月２４日以降の開催日

開催日　平成１９年８月８日（火）　１８時３０分～　第３委員会室

　　テーマは、事務事業評価について行います。

　

